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一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要

にちなん　議会だより　第31号

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
平
成

28
年
９
月
５
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の

30
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
は
じ
め

と
す
る
、
市
長
提
出
議
案
や
議
員
提
出

議
案
な
ど
、
あ
わ
せ
て
30
件
を
審
議
し

ま
し
た
。（
審
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

14
ペ
ー
ジ
の
「
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

■
議
案
第
53
号　

日
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
〔
原
案
可
決
〕

　

今
回
の
補
正
額
は
11
億
８
３
０
０
万

円
で
、
主
に
災
害
発
生
時
に
行
政
機
能

の
ま
ひ
を
防
ぐ
た
め
、
庁
舎
機
能
を
よ

り
安
全
な
近
隣
の
公
共
施
設
に
移
転
す

る
た
め
の
経
費
や
保
育
環
境
の
整
備
に

関
す
る
経
費
、
移
住
定
住
施
策
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
災
害

復
旧
に
係
る
経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
■
議
案
第
61
号　

日
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
〔
原
案
可
決
〕

　

９
月
19
日
か
ら
20
日
の
台
風
16
号
に

よ
り
被
災
し
た
市
道
、
林
道
、
そ
の
他

公
共
施
設
等
の
災
害
復
旧
に
係
る
経
費

で
、
補
正
額
は
６
４
０
０
万
円
で
す
。

　

２
つ
の
補
正
後
の
予
算
総
額
は
２
８
５

億
６
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

日
南
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

事
業
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
委
員

会
審
査
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〔
原
案
可
決
〕

■
議
案
第
60
号　

財
産
の
減
額
譲
渡
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
〔
原
案
可
決
〕

　

山
村
定
住
住
宅
の
定
住
促
進
の
一
環

と
し
て
、
入
居
者
に
山
村
定
住
住
宅
の

用
地
を
減
額
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、
用

地
の
譲
渡
に
よ
り
、
そ
の
用
途
を
廃
止

す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

■
陳
情
第
７
号　

寡
婦
控
除
を
未
婚
の

母
子
世
帯
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

〔
採　
択
〕

■
陳
情
第
８
号　

奨
学
金
制
度
の
充
実

等
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
書　
　
　
　
　
　
　
　
〔
採　
択
〕

　

政
府
に
お
い
て
、
標
記
対
応
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
で
、
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
及

び
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
案
件
で
す
。

　

今
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
こ
れ
ら
の
陳
情
趣
旨
に
基
づ
く
意

見
書
を
議
員
提
出
議
案
と
し
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案（
意
見
書
）の
詳
細
は
、

６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第3回定例会を開催第3回定例会を開催第3回定例会を開催第3回定例会を開催第3回定例会を開催

一般会計補正予算等を可決一般会計補正予算等を可決一般会計補正予算等を可決一般会計補正予算等を可決一般会計補正予算等を可決

そ
の
他
の
主
な
議
案
等

■
議
案
第
52
号　

工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て　
　
　
　
　
〔
原
案
可
決
〕

　

大
堂
津
津
波
避
難
ビ
ル
建
設
建
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

関
係
法
令
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

○
契
約
額　

１
億
９
３
４
２
万
８
千
円

○
契
約
者　

青
山
建
設
有
限
会
社

■
議
案
第
57
号　

日
南
市
庁
舎
の
機
能

移
転
に
伴
う
日
南
市
が
定
め
る
条
例

の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
　
〔
原
案
可
決
〕

　

耐
震
性
の
不
足
に
よ
る
庁
舎
の
機
能

移
転
に
伴
い
、
移
転
先
で
あ
る
日
南
市

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
日
南
市
北

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
、
南
郷
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
の
施
設
利
用
に
関
し
、
条
例

の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
59
号　

日
南
市
山
村
定
住
住

宅
の
設
置
、
管
理
及
び
譲
渡
に
関
す
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総
務
文
教
委
員
会
審
査
内
容

市
民
厚
生
委
員
会
審
査
内
容

産
業
建
設
委
員
会
審
査
内
容

にちなん　議会だより　第31号

◇
教
育
・
保
育
施
設
整
備
事
業

（
２
２
３
８
万
１
千
円
）

　

小
規
模
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
基
づ
き
、
市
が
認
可
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
今
回
、

学
校
法
人
吾
田
学
園
に
対
し
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の

整
備
に
係
る
費
用
の
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
子
ど
も
の
募
集
は
い
つ
か
ら
行
う
の
か
。

（
答
）
10
月
〜
11
月
に
募
集
す
る
。
平
成
29
年
４
月
１

日
に
開
園
の
予
定
で
、
利
用
定
員
は
０
〜
２
歳
児
19
名

と
聞
い
て
い
る
。

（
問
）
事
業
実
施
場
所
は
ど
こ
か
。

（
答
）
岩
崎
商
店
街
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
横
に
な
る
。

【
意
見
・
要
望
】

　
「
小
規
模
保
育
事
業
は
、
市
内
で
初
め
て
の
取
組
に

な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と
し
て
も
経
過
を
注
視
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
の
要
望
を
付
言
し
ま
し
た
。

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業（

１
２
６
万
円
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
一
時
的
に
家
事
援
助
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
支
援
員
の
派
遣
等
を
行
う
事
業
を

新
規
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
支
援
の
内
容
は
。

（
答
）
子
育
て
支
援
（
乳
幼
児
の
保
育
・
子
ど
も
の
食

事
の
世
話
等
）
や
生
活
支
援
（
住
居
清
掃
・
身
の
回
り

の
世
話
・
生
活
必
需
品
の
買
物
）
等
で
あ
る
。

（
問
）
利
用
回
数
の
見
込
み
は
。

（
答
）
11
月
１
日
の
利
用
ス
タ
ー
ト
か
ら
来
年
３
月
ま

で
で
、
１
５
５
回
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

◇
神
話
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
作
成
事
業　
　

 （
５
０
０
万
円
）

　

新
た
な
観
光
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
し
て
、
神
話
を
テ
ー
マ
と

し
た
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
宣
伝
効
果
は
。
ま
た
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
。

（
答
）
ゲ
ー
ム
の
中
に
市
内
の
観
光
地
が
実
写
で
登
場

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
旅
行
等
、
目
的
地
選
択
の
際

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
確
信
し
て
い
る
。

【
討
論
概
要
】

　
「
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
開
発
事
業
は
、
行
政
が
関
わ
っ

て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
関
す
る
予

算
措
置
に
は
反
対
で
あ
る
。」
と
の
反
対
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

◇
カ
ー
プ
一
本
道
整
備
事
業
（
追
加
補
正
額

２
２
１
５
万
３
千
円
、
合
計
４
１
６
５
万
３
千
円
）

　

カ
ー
プ
一
本
道
の
整
備
事
業
の
見
直
し
に
伴
う
事
業

費
の
追
加
補
正
で
す
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
カ
ラ
ー
舗
装
の
耐
用
年
数
は
。
ま
た
道
路
使
用

に
関
し
て
警
察
協
議
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

（
答
）
耐
用
年
数
は
約
10
年
で
、
警
察
と
の
協
議
も
概

ね
済
ん
で
い
る
。

◇
現
年
度
補
助
災
害
復
旧
事
業
（
追
加
補
正
額

　
５
億
７
０
０
万
円
、
合
計
６
億
３
１
５
０
万
円
）

　

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
及
び
河
川
の

復
旧
費
用
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
被
災
箇
所
の
主
な
も
の
は
ど
こ
か
。

（
答
）
被
災
７
箇
所
の
う
ち
、
鵜
戸
参
宮
線
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

◇
庁
舎
機
能
移
転
事
業

　
（
１
億
９
６
０
０
万
円
〔
う
ち
総
務
文
教
部
門

所
管
分
は
、
９
６
３
７
万
３
千
円
〕）

　

本
庁
舎
を
日
南
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
、
北

郷
町
総
合
支
所
を
北
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
、
南
郷
町
総

合
支
所
を
南
郷
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
機
能
移
転
す

る
こ
と
に
伴
い
、
主
に
既
存
施
設
を
執
務
室
と
す
る
た

め
の
修
繕
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
再
構
築
及
び
防
災

行
政
無
線
移
設
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
総
合
支
所
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
）
今
回
の
機
能
移
転
は
、
人
命
尊
重
を
重
視
し
た

移
転
で
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
。
総
合
支

所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
論
し
て
い
く
。

（
問
）
南
郷
地
区
に
お
い
て
、
住
民
の
利
便
性
を
鑑
み

た
と
き
、
総
合
支
所
の
場
所
は
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

で
妥
当
か
。

（
答
）
機
能
集
約
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
る
た
め
、
特

に
不
満
の
声
は
聞
い
て
い
な
い
。

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

（
４
８
８
万
３
千
円
）

　

飫
肥
の
ま
ち
な
み
再
生
の
課
題
解
決
に
向
け
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
３
名
配
置
し
、
人
的
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

【
審
査
概
要
】

（
問
）
現
在
の
ま
ち
な
み
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

の
関
わ
り
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
答
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
空
き
家
活
用
の
仕
組
み

づ
く
り
を
、
協
力
隊
は
空
き
家
の
活
用
を
担
う
。
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平
成
27
年
度 

決
算
審
査
の
概
要

第
１
分
科
会
（
総
務
文
教
部
門
）

にちなん　議会だより　第31号
　
認
定
第
１
号
「
平
成
27
年
度
日
南
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

な
ど
認
定
12
件
と
議
案
第
51
号
「
平
成
27
年
度
日
南
市
水
道
事
業
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て
」
の
計
13
件
を
、
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
議
員

で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
９
月
28
日
か
ら
30
日
の
３
日
間
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
平
成
27
年
度
の
各
種
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

○
財
務
課

（
問
）
下
水
道
終
末
処
理
場
太
陽
光
発
電

事
業
に
よ
る
収
益
を
問
う
。

（
答
）
27
年
度
は
、
８
月
か
ら
開
始
し
た

も
の
の
６
３
０
０
万
円
の
収
入
が
あ
り
、

収
益
は
１
３
０
０
万
円
だ
っ
た
。
平
成

28
年
度
収
益
は
、
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
と
予
想
す
る
。

○
職
員
課

（
問
）
職
員
に
対
す
る
研
修
の
内
容
と
、

参
加
人
数
を
問
う
。

（
答
）
職
員
の
職
務
遂
行
能
力
向
上
等
を

目
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
職
務
の
階
層

別
に
行
う
基
本
研
修
、
意
識
改
革
や
人

材
育
成
、
心
の
健
康
管
理
を
行
う
特
別

研
修
と
、
災
害
地
派
遣
を
含
む
派
遣
研

修
が
あ
る
。
延
べ
１
６
０
６
人
の
職
員

参
加
が
あ
っ
た
が
、
市
民
に
も
興
味
が

あ
る
も
の
は
案
内
す
る
。

○
南
郷
町
総
合
支
所

（
問
）
大
島
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
）
活
動
団
体
に
対
す
る
助
成
金
に
よ

り
、
大
島
資
源
の
調
査
・
研
究
や
、
研

修
会
、
先
進
地
視
察
を
実
施
し
て
、
活

性
化
プ
ラ
ン
の
策
定
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
78
名
と
１
法
人
が

参
画
し
て
い
る
。
１
名
の
移
住
も
あ
っ

た
。
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
○
生
涯
学
習
課

（
問
）
図
書
館
事
業
の
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
）
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
図
書

資
料
を
充
実
し
、
読
書
普
及
活
動
を
促

進
し
て
い
る
。

　

４
館
と
移
動
図
書
館
車
１
台
で
連
携

し
、「
旅
す
る
読
書
」
な
ど
に
よ
り
読

書
普
及
活
動
を
進
め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
図
書
の

受
取
・
返
却
を
し
や
す
く
し
、
27
年
度
は
、

25
万
冊
の
貸
し
出
し
を
行
っ
た
。

　
○
学
校
教
育
課

（
問
）
将
来
を
担
う
次
世
代
育
成
事
業
に

お
け
る
、
有
名
予
備
校
へ
の
短
期
講
座

派
遣
は
、
効
果
は
あ
る
か
。

（
答
）
こ
の
事
業
で
は
、
市
内
幼
・
小
中

高
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
学
習
会
や
講

演
会
の
他
、
教
諭
対
象
の
先
進
地
研
修

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
市
内
高
校
生
30

名
を
予
備
校
へ
派
遣
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
明
確
な
効
果
は
出
し
づ
ら
い
が
、

生
徒
は
刺
激
を
受
け
て
帰
っ
て
く
る
。

地
元
高
校
か
ら
上
位
大
学
の
進
学
増
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

会計別決算の状況

健全化判断比率

区　　　分 歳　入 歳　出 差　引
一 般 会 計 28,973,970 28,135,568 838,402

区　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健 全 化 判 断 比 率 －
（△ 4.81）

－
（△ 20.74） 11.2 92.1

区　　　分 歳　入 歳　出 差　引
国 民 健 康 保 険 9,705,165 9,226,387 478,778
後 期 高 齢 者 医 療 846,958 841,103 5,855
介 護 保 険 6,192,807 6,120,137 72,670
簡 易 水 道 274,951 265,960 8,991
農 業 集 落 排 水 22,050 18,813 3,237
漁 業 集 落 排 水 26,180 23,924 2,256
公 設 合 併 処 理 浄 化 槽 123,241 116,286 6,955

計 17,191,352 16,612,610 578,742

区　　　分 収　入 支　出 差　引

病 院 事 業 会 計 収 益 的 収 支 1,260,665 1,231,836 28,829
資 本 的 収 支 143,200 173,362 △ 30,162

公共下水道事業会計 収 益 的 収 支 1,003,155 966,280 36,875
資 本 的 収 支 1,082,370 1,322,784 △ 240,414

特 定 環 境 保 全
公共下水道事業会計

収 益 的 収 支 149,337 142,130 7,207
資 本 的 収 支 39,877 75,475 △ 35,598

水 道 事 業 会 計 収 益 的 収 支 969,890 859,304 110,586
資 本 的 収 支 459,425 1,040,766 △ 581,341

●一般会計

●特別会計

●企業会計

（単位：千円）

（単位：％）

（単位：千円）

（単位：千円）

※病院事業会計、公共下水道事業会計、特定環境保全公共下水道事業会計および水道事業会計の資本的収支の不足額は、
損益勘定留保資金などでの補てんがされており、現金収支における損失はありません。

①実質赤字比率の「－」は、実質赤字額がないことを示しています。
②連結実績赤字比率の「－」は、連結実質赤字額がないことを示しています。
③黒字の場合は、参考値として下段に比率を（　）で表示しています。
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○
市
民
生
活
課

（
問
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
事

務
が
施
行
さ
れ
た
が
、
発
行
・
交
付
の

現
状
は
ど
う
か
。

（
答
）
交
付
率
は
９
・
５
４
％
と
な
っ
て

い
る
。

○
南
郷
町
総
合
支
所

（
問
）
旧
南
郷
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

理
に
98
万
円
ほ
ど
か
け
て
い
る
が
、
今

後
の
利
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
答
）
現
在
は
資
源
ご
み
の
保
管
に
使
っ

て
い
る
が
、
起
債
償
還
が
終
わ
る
本
年

度
末
以
降
に
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
公
衆
電
話

は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
施

設
利
用
者
の
意
向
も
聴
き
、
公
衆
電
話

設
置
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

（
答
）
検
討
し
て
い
く
。

○
長
寿
課

（
問
）
合
同
金
婚
式
へ
の
参
加
が
平
成
26

年
よ
り
15
組
減
っ
て
34
組
で
あ
っ
た
。

募
集
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
て
い
る

か
。

（
答
）
対
象
と
な
る
夫
婦
の
特
定
は
難
し

く
案
内
状
等
は
送
っ
て
い
な
い
。
市
報

等
で
広
く
案
内
し
、
参
加
を
募
集
し
て

い
る
。

○
こ
ど
も
課

（
問
）
認
可
外
保
育
施
設
入
所
児
童
の

検
診
補
助
費
の
予
算
施
行
率
が
50
％
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

（
答
）
認
可
外
保
育
園
６
園
の
う
ち
４
園

分
を
予
算
化
し
た
が
、
２
園
が
検
診
実

施
を
見
送
ら
れ
た
。

○
福
祉
課

（
問
）
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
を
促
す

就
労
支
援
事
業
で
、
就
労
支
援
員
一
人

を
２
１
５
万
円
ほ
ど
か
け
て
雇
用
し
て

い
る
が
、
こ
の
事
業
の
費
用
対
効
果
は

ど
う
か
。

（
答
）
平
成
27
年
度
は
72
人
の
就
労
支
援

を
行
い
、
就
労
開
始
で
き
た
の
が
48
人

で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
非
正
規
雇
用
、

短
期
雇
用
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り

生
活
保
護
扶
助
費
が
１
３
５
３
万
円
の

減
と
な
っ
た
。

（
問
）
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
事
業
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

（
答
）
相
談
の
件
数
は
１
４
０
件
で
延
べ

人
数
は
９
３
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

第
２
分
科
会
（
市
民
厚
生
部
門
）

第
３
分
科
会
（
産
業
建
設
部
門
）

　

第
３
分
科
会
で
は
、
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
を
は
じ
め
、
日
南
市
水
道
事

業
会
計
、
日
南
市
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

日
南
市
水
道
事
業
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
、
日
南
市
公
共
下
水
道
事
業
会

計
、
日
南
市
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
、

日
南
市
漁
業
集
落
排
水
特
別
会
計
、
日

南
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

会
計
、
日
南
市
公
設
合
併
処
理
浄
化
槽

特
別
会
計
な
ど
の
歳
入
歳
出
決
算
を
審

査
し
ま
し
た
。

　　

な
お
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
に
お
い

て
は
、
第
３
分
科
会
所
管
の
予
算
額

46
億
２
３
９
万
５
千
円
に
対
し
て
、
決

算
額
は
41
億
８
４
５
２
万
４
５
３
３
円

で
、
執
行
率
は
90
・
92
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
○
水
産
林
政
課

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

①
飫
肥
杉
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
な
ど
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
持
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。
ト
ッ

プ
や
職
員
の
異
動
が
あ
っ
て
も
方
向
性

の
振
れ
な
い
一
貫
性
の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

②
飫
肥
杉
に
関
す
る
事
業
は
継
続
的
な

需
要
の
見
込
め
る
取
組
が
必
要
で
あ
り
、

長
続
き
す
る
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
っ
て

も
ら
い
た
い
。

③
市
民
へ
飫
肥
杉
の
よ
さ
を
広
報
等
で

周
知
す
る
な
ど
、
飫
肥
杉
を
地
元
で
も

使
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
働
き
か
け

や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

第３分科会所管課等毎の決算額

審査対象課 決算額 予算額
南 郷 町 総 合 支 所 63,736,766 63,746,000
建 築 住 宅 課 126,195,172 128,441,000
北 郷 町 総 合 支 所 52,874,764 65,488,000
農 村 整 備 課 336,815,406 347,110,000
水 産 林 政 課 323,929,877 381,310,000
農 業 委 員 会 事 務 局 23,100,182 23,937,000
建 設 課 943,010,863 1,133,892,000
農 政 課 325,604,477 378,747,000
観 光 ・ ス ポ ー ツ 課 557,190,409 626,710,000
下 水 道 課 658,237,000 658,901,000
水 道 課 44,567,277 45,228,000
商 工 政 策 課 729,262,340 748,885,000
第３分科会審査項目合計額 4,184,524,533 4,602,395,000



議
員
提
出
議
案
に
よ
り
可
決
し
た
意
見
書

議
員
提
出
議
案
に
よ
り
、
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。
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寡
婦
控
除
を
未
婚
の
母
子
世
帯
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

寡
婦
控
除
は
、
夫
と
死
別
又
は
離
婚
し
た
後
、
婚
姻
を
し
て
い
な
い
人
等
で
、
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
等
に
対
し
、
一
定
の
所
得
控
除
を
適
用
す
る
税
制
優
遇
制
度

で
あ
る
が
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
婚
姻
暦
の
な
い
ま
ま
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い
る
母

子
世
帯
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

未
婚
の
母
子
世
帯
の
場
合
、
寡
婦
控
除
が
適
用
さ
れ
る
死
別
又
は
離
婚
等
の
母
子
世
帯

と
同
収
入
で
あ
っ
て
も
、
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
が
高
く
な
る
た
め
、
そ
の
分
所
得
税
が

高
く
な
る
。

　

ま
た
所
得
は
、
保
育
料
や
公
営
住
宅
の
家
賃
の
算
定
等
に
も
及
ぶ
た
め
、
寡
婦
控
除
の

影
響
は
所
得
税
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
未
婚
の
母
子
世
帯
と
他
の
母
子
世
帯
の
間
で
の
経
済

的
な
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

非
正
規
雇
用
者
が
増
え
る
中
で
、
低
所
得
者
層
が
多
い
母
子
世
帯
に
お
い
て
、
婚
姻
歴

の
有
無
に
よ
り
寡
婦
控
除
の
対
象
を
分
け
る
こ
と
は
、
母
子
の
人
権
を
守
る
視
点
か
ら
も
、

早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

　

民
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
両
親
が
結
婚
し
て
い
た
か
ど
う
か
で
子
ど
も
の
相
続
分
に

差
を
つ
け
る
民
法
の
規
定
は
法
の
下
の
平
等
を
定
め
た
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
た
最
高
裁

判
所
の
判
断
を
受
け
て
平
成
25
年
に
民
法
が
改
正
さ
れ
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
相
続
分

が
同
等
に
な
っ
た
経
緯
を
鑑
み
て
も
、
税
制
の
分
野
に
お
い
て
の
法
律
改
正
が
必
要
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

寡
婦
控
除
制
度
に
お
け
る
未
婚
の
母
に
対
す
る
不
公
平
を
な
く
す
た
め
、
寡
婦
控
除

を
未
婚
の
母
子
世
帯
ま
で
拡
大
す
る
法
律
改
正
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　　
　

平
成
28
年
９
月
27
日

宮
崎
県
日
南
市
議
会　

　
（
提
出
先
）

　
　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を
求
め
る
意
見
書

　

学
費
が
高
騰
し
、
一
方
で
世
帯
収
入
が
下
が
り
続
け
る
な
か
で
、
家
庭
の
教
育
費
負
担

が
か
つ
て
な
く
重
く
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
大
学
生
の
５
割
超
、
大
学
院
生
の
６
割
超
が

何
ら
か
の
奨
学
金
を
受
給
し
な
く
て
は
、
学
業
を
続
け
ら
れ
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
公
的
な
奨
学
金
制
度
の
中
心
で
あ
る
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

に
よ
る
奨
学
金
は
、
貸
与
型
の
奨
学
金
制
度
で
あ
り
、
貸
与
金
額
の
７
割
超
が
年
３
％
を

上
限
と
す
る
第
２
種
奨
学
金
と
呼
ば
れ
る
利
息
付
の
奨
学
金
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
貸
与
者
数
及
び
貸
与
金
額
が
増
加
を
続
け
る
一
方
で
、
学
生
の
就
職
難
や
非
正

規
労
働
の
増
加
な
ど
か
ら
、
卒
業
後
も
奨
学
金
の
返
済
が
で
き
ず
に
生
活
に
苦
し
む
若
者

が
急
増
し
て
い
る
。
同
機
構
は
返
還
期
限
の
猶
予
や
減
額
返
還
な
ど
の
制
度
を
設
け
て
い

る
が
適
用
の
要
件
が
厳
し
く
、
ま
た
、
債
権
回
収
会
社
に
よ
る
過
酷
な
債
権
回
収
な
ど
が

社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
学
習
意
欲
と
能
力
の
あ
る
若
者
が
家
庭
の
経
済
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
進
学
し
、
安
心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
十
全
の
対
応
を
と
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
１　

高
校
生
を
対
象
と
し
た
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
拡
充
し
、
大
学
生
等
を
対
象
と
し
た

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

２　

無
利
子
奨
学
金
を
充
実
さ
せ
、
延
滞
金
制
度
の
加
算
利
息
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
引
き

下
げ
る
こ
と
。

３　

返
還
猶
予
、
返
還
免
除
、
減
額
返
還
な
ど
の
救
済
制
度
の
周
知
と
拡
充
を
図
り
、
柔

軟
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
。

４　

大
学
等
の
授
業
料
減
免
制
度
を
充
実
し
、
高
等
教
育
の
学
費
の
引
き
下
げ
を
図
る
こ

と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
28
年
９
月
27
日

宮
崎
県
日
南
市
議
会　

　
（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
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■平成 28 年第４回（12 月）定例会 開催予定■

にちなん　議会だより　第31号

　今年度も「市民の声を市政に反映させること」を目的に、市民の皆様との意見交換を主とした議
会報告会『市民と語る日南市議会』を下記のとおり開催いたします。
　『市民と語る日南市議会』は、全市民の方を対象としておりますので、いずれの会場でも参加で
きます。
　議員が班別に分かれて、議会報告を行うとともに、意見交換を行う予定にしております。皆様方
のご参加をお待ちしております。

「市民と語る日南市議会」を開催します。

是非、議会を傍聴してください！

12月　１日……………………開会、本会議

12月　２日……………………本会議

12月 12日〜14日……………本会議（一般質問）

12月 15日、16日、19日…委員会審査

12月 20日……………………本会議（議案採決）、閉会

※日程はあくまで予定であり、議事の都合により変更となる
　場合があります。

☆インターネットで議会がご覧いただけます！
本会議のようすは、生中継・録画放映でご覧いただけます。

http://www.nichinan-city.stream.jfit.co.jp/

☆インターネットで議会がご覧いただけます！

是非、議会を傍聴してください！

■平成 28 年度「市民と語る日南市議会」開催日程■
日　　　　時 地　区 会　　　　場 担当班

10 月 27 日（木）午後 6時 30 分〜 酒谷地区 酒谷支所（大会議室） 2班
10 月 31 日（月）午後 6時 30 分〜 飫肥地区 小村記念館（大会議室） 2班
11 月 1 日（火）午後 6時 30 分〜 北郷地区 北郷ふれあい交流センター 2班
11 月 1 日（火）午後 7時〜 東郷地区 東郷公民館（和室） 1班
11 月 4 日（金）午後 7時〜 細田地区 都市農村交流センター 3班
11 月 4 日（金）午後 7時〜 鵜戸地区 鵜戸支所（鵜戸集会所） 1班
11 月 9 日（水）午後 7時〜 南郷地区 ハートフルセンター（生涯学習館 2階大研修室） 3班
11 月 10 日（木）午後 7時〜 油津地区 まなびピア（視聴覚室） 3班
11 月 11 日（金）午後 7時〜 吾田地区 日南市文化センター（第 1多目的ホール） 1班
※報告会は、1時間 30 分から 2時間程度を予定しています。

【担当議員班構成】
1 班 井福秀子、濱中武紀、岩永憲明、林一彦、黒部俊泰、郡司誠秀

2 班 福岡浩一、前田幸雄、川口和也、川越昇、小玉弘明、杉尾麻起子

3 班 田中重信、中尾貞美、和足恭輔、山本定則、山田一、谷口慎二、北川浩一郎
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以下、登壇順に質問と答弁の要旨を掲載しています。

にちなん　議会だより　第31号

　平成 28 年第 3 回定例会における「市政に対する一般質問」は、9 月 14 日から 16 日の 3 日間行
われ、10 人が個人質問に立ち、多岐の内容にわたり市の方針をただしました。
　質問の方法は「①一括方式」、「②一部壇上方式」より、議員が選択して実施しました。

　①一括方式とは　　　…　議員が一括して壇上で質問し、市長が壇上で一括して答弁した後、再
　　　　　　　　　　　　　質問を質問席で行う方式です。
　②一部壇上方式とは　…　議員が質問の一部を壇上で質問し、市長が壇上で答弁した後、議員が
　　　　　　　　　　　　　質問席から一問一答でやり取りする方式です。

※質問や答弁について、要旨だけではなく詳細をお知りになりたい方は、日南市議会議会棟１階
にある議会図書室にて「日南市議会会議録」を閲覧することができます。

　また、日南市議会会議録は「日南市議会ホームページ」でも閲覧することができます。
　詳しくは、日南市議会事務局（電話 :0987-31-1142）までお尋ねください。

① 小 玉　 弘 明 議 員（ 一 部 壇 上 ）

② 濱 中　 武 紀 議 員（ 一 部 壇 上 ）
③杉尾麻起子 議員（一部壇上）
④北川浩一郎 議員（一部壇上）

⑤ 山 田　　 一 議 員（ 一 部 壇 上 ）

⑥ 黒 部　 俊 泰 議 員（ 一 部 壇 上 ）

⑦ 井 福　 秀 子 議 員（ 一 部 壇 上 ）

⑧ 和 足　 恭 輔 議 員（ 一 部 壇 上 ）

⑨ 岩 永　 憲 明 議 員（ 一 部 壇 上 ）

⑩ 山 本　 定 則 議 員（ 一 部 壇 上 ）

〔防災対策について、入札制度について、道路整備について、学校教育に
ついて、体育施設の指定管理について〕
〔市長の政治姿勢について、市道の整備について、消防行政について〕
〔災害について、「食」と「農」について〕
〔環境政策について、地域活性化について、産業活性化について、学校教
育について、子育て支援について〕
〔職員の資質向上について、財政状況と資金運用について、交通安全対策
について、地域活性化対策について、健康対策について〕
〔消費者行政について、子ども・子育て支援について、胃がん検診の効率的・
効果的な実施について、公共施設等総合管理計画について〕
〔子育てに関する諸問題について、入札問題について、日南市初期夜間急
病センターについて〕
〔地震から命をまもるまちづくりについて、公共施設マネジメントについ
て、行財政改革について、介護保険について〕
〔子どもの貧困対策について、子どもの虐待について、奨学金について、
ゆうパパ（父親の育児参加）運動について、主権者教育について、マイナン
バー制度について〕
〔市長の政治姿勢について、出前講座について、漁業問題について、弱者
対策について、教育問題について、観光対策について、鳥獣対策について〕
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にちなん　議会だより　第31号

無
会
派小

玉
　
弘
明
　
議
員

改
政
ク
ラ
ブ

濱
中
　
武
紀
　
議
員

（
問
）広
渡
川
・
酒
谷
川
・
細
田
川
で
決

壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
個
所
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

（
答
）水
防
計
画
に
基
づ
き
、
重
点
的
に

巡
視
点
検
が
必
要
な
箇
所
を
重
要
水
防

箇
所
と
定
め
て
い
る
。
異
常
気
象
時
に

は
早
急
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

（
問
）想
定
内
の
対
策
と
対
応
は
、
ど
の

よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

（
答
）出
前
講
座
で
避
難
準
備
情
報
・
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
の
違
い
、
情
報
収

集
や
避
難
の
方
法
の
講
話
を
行
っ
て
い

る
。
備
蓄
品
は
２
万
５
千
食
を
準
備
し

て
い
る
が
、
数
量
や
保
管
場
所
に
は
限

界
が
あ
る
た
め
、
目
安
で
各
自
３
日
分

の
非
常
食
の
備
蓄
を
お
願
い
し
た
い
。

（
問
）現
在
ま
で
の
人
口
減
少
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
、
対
策
を
行
う
の
か
。

（
答
）雇
用
創
出
や
子
育
て
支
援
の
ほ

か
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
第

一
次
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

（
問
）本
市
の
公
共
施
設
等
の
１
人
当
た

り
の
延
床
面
積
は
、
国
の
平
均
及
び
県

内
の
自
治
体
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

（
答
）本
市
の
市
民
１
人
当
た
り
の
延
床

面
積
は
７
・
27
㎡
で
、
全
国
平
均
３
・

42
㎡
に
比
べ
、
倍
以
上
の
突
出
し
た
数

値
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）消
費
税
増
税
再
延
期
に
伴
う
社
会

保
障
等
へ
の
影
響
は
あ
る
の
か
。
あ
れ

ば
そ
の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

（
答
）低
年
金
者
へ
の
給
付
施
策
や
無
年

金
と
な
っ
て
い
る
人
へ
の
施
策
等
で
支

援
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
問
）子
育
て
支
援
策
に
か
か
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

（
答
）助
成
を
拡
充
す
る
方
向
で
検
討
す

べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。
無
料
化
を
拡

大
す
る
の
で
は
な
く
、
一
部
助
成
の
対

象
者
を
拡
充
す
る
方
向
で
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

（
問
）道
路
整
備
と
電
柱
の
移
動
計
画
の

整
合
性
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

（
答
）今
町
仮
屋
線
の
道
路
拡
幅
工
事
の

整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
３
本
の
電
柱

が
支
障
と
な
る
こ
と
か
ら
、
工
事
発
注

に
併
せ
、
九
州
電
力
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
移
設

申
請
を
行
っ
た
。
８
月
に
な
っ
て
架
空

線
以
外
の
地
下
ケ
ー
ブ
ル
の
移
設
の
不

具
合
で
11
月
に
ず
れ
込
む
見
通
し
と
な

り
、
古
い
電
柱
が
残
っ
た
状
態
に
な
る

た
め
、
事
故
防
止
策
を
講
じ
、
で
き
る

限
り
早
い
移
設
作
業
を
要
請
し
た
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
入
札
制
度
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
消
防
行
政
に
つ
い
て

　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

（
問
）市
道
鵜
戸
参
宮
線
の
崩
落
現
場
の

復
旧
工
事
は
い
つ
完
成
す
る
か
。

（
答
）本
復
旧
対
策
に
つ
い
て
国
・
県
と

協
議
中
で
、
今
年
度
中
の
完
成
は
困
難

と
判
断
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
完
成
に
努
め
る
。

（
問
）崩
落
工
事
は
市
内
事
業
者
に
発
注

で
き
る
の
か
。

（
答
）詳
細
設
計
中
で
あ
る
が
、
規
模
は

大
き
い
も
の
の
、
工
法
的
に
は
市
内
事

業
者
で
施
工
で
き
る
内
容
と
考
え
る
。

（
問
）現
在
の
市
道
鵜
戸
参
宮
線
以
外
の

ル
ー
ト
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
答
）市
道
や
県
道
ま
た
は
、
そ
の
他
の

ル
ー
ト
等
、
関
係
機
関
と
現
地
調
査
を

行
い
検
討
す
る
。

（
問
）以
前
に
崩
落
し
た
、
市
道
富
土
小

目
井
線
の
現
場
へ
の
対
応
策
は
な
い
の

か
。

（
答
）現
時
点
で
道
路
本
体
へ
の
影
響
に

は
至
っ
て
な
い
が
、
今
後
も
パ
ト
ロ
ー

ル
や
観
測
を
継
続
し
、
道
路
本
体
へ
の

影
響
が
出
た
場
合
は
、
災
害
復
旧
事
業

等
で
対
応
し
て
い
く
。

（
問
）山
間
部
や
救
急
車
が
入
ら
な
い
住

宅
地
に
対
応
す
る
た
め
、
軽
救
急
車
の

導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

（
答
）軽
救
急
車
の
活
用
は
有
効
で
あ
る

と
思
う
の
で
、
全
国
の
情
報
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

（
問
）工
事
・
委
託
全
体
の
予
定
価
格
に

対
す
る
落
札
率
は
何
％
な
の
か
。

（
答
）平
成
28
年
度
は
土
木
工
事
・
建
築

工
事
・
電
気
工
事
等
の
工
事
全
体
で
、

96
・
04
％
、
測
量
・
建
築
設
計
等
の
業

務
委
託
全
体
が
92
・
90
％
で
あ
る
。
最

低
は
86
・
59
％
、
最
高
は
99
・
61
％
で

あ
っ
た
。

（
問
）ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
の
具
体

的
な
内
容
と
計
画
、
そ
し
て
展
望
は
。

（
答
）ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
は
、
県

レ
ベ
ル
で
様
々
な
取
組
が
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
日
南
市
体
育
協
会
で

行
っ
て
い
た
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る

際
の
補
助
金
を
、
今
年
度
か
ら「
全
国
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
出
場
激
励
金
」と
称
し

て
、
市
か
ら
の
直
接
支
出
と
し
た
。
ま

た
、
従
来
の
補
助
金
か
ら
小
中
高
生
に

対
す
る
補
助
額
を
２
倍
に
し
た
。

（
問
）全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出

場
者
へ
の
支
援
体
制
は
。

（
答
）10
月
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
る
第

16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
本

市
か
ら
陸
上
競
技
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

に
出
場
す
る
２
名
に
出
場
激
励
金
を
支

出
し
て
い
る
。
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にちなん　議会だより　第31号

自
由
民
主
党
日
南
市
議
団

杉
尾
麻
起
子
　
議
員

自
由
民
主
党
日
南
市
議
団

北
川
浩
一
郎
　
議
員

（
問
）新
庁
舎
の
防
災
機
能
を
問
う
。

（
答
）防
災
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

を
維
持
で
き
る
安
全
性
の
高
い
建
物
と

し
て
検
討
す
る
。

（
問
）災
害
時
、
う
回
路
と
し
て
の
市
道

富
土
郷
之
原
線
の
県
道
昇
格
は
で
き
な

い
の
か
。

（
答
）国
道
２
２
０
号
の
早
期
整
備
と
市

道
・
富
土
郷
之
原
線
の
県
道
昇
格
を
関

係
機
関
へ
要
望
し
て
い
る
。

（
問
）防
災
マ
ッ
プ
に
記
さ
れ
て
い
る
津

波
・
潮
位
の
根
拠
は
何
か
。

（
答
）南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
呼
ば
れ
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
地
震
で
、
震
度
は

７
、
震
源
地
は
、
日
向
灘
、
南
海
、
東

南
海
、
東
海
の
４
つ
の
震
源
地
で
同
時

に
地
震
が
発
生
す
る
も
の
と
し
て
想
定

し
て
い
る
。

（
問
）中
活
事
業
に
よ
り
建
設
中
の
複
合

機
能
ビ
ル
や
ゲ
オ
跡
地
の
活
用
に
関
し

て
、
想
定
さ
れ
る
津
波
対
策
と
の
整
合

性
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

（
答
）中
心
市
街
地
の
油
津
地
区
は
、
津

波
に
よ
る
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
複
合
機
能
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
ビ
ル
の
管
理
会
社
が
避
難
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。

（
問
）風
水
害
時
の
避
難
施
設
と
な
っ
て

（
問
）平
成
29
年
４
月
か
ら
廃
プ
ラ
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
が
始
ま
る
が
、
市
民
へ
の

周
知
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。

（
答
）現
在
、
各
自
治
会
に
日
程
調
整
を

依
頼
し
て
い
る
。
説
明
会
用
資
料
と
廃

プ
ラ
の
現
物
を
使
用
し
な
が
ら
、
10
月

か
ら
説
明
会
を
順
次
開
催
し
て
い
く
。

（
答
）市
民
が
待
ち
望
ん
だ
優
勝
で
あ

る
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
球
団
関

係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
の
で
、
協

議
が
整
え
ば
実
施
し
た
い
。
カ
ー
プ
一

本
道
で
の
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
道

幅
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
る
の

で
難
し
い
と
考
え
る
。

　
災
害
に
つ
い
て

　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
に
つ
い
て

　
職
員
交
流
に
つ
い
て

　
い
じ
め
に
つ
い
て

　「
食
」
と
「
農
」
に
つ
い
て

い
る
小
中
学
校
は
、
避
難
施
設
と
し
て

十
分
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

（
答
）長
期
的
な
避
難
施
設
と
し
て
の
機

能
を
十
分
に
果
た
す
も
の
か
、
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）日
南
市
に
お
け
る
、
い
じ
め
の
実

態
と
対
策
を
問
う
。

（
答
）平
成
27
年
度
、
い
じ
め
の
認
知
件

数
は
小
中
学
校
合
せ
て
４
６
１
件
で

あ
っ
た
。
い
じ
め
を
漏
れ
な
く
認
知
す

る
こ
と
に
よ
り
解
消
に
向
け
て
対
応
し

て
い
る
。
現
在
、
深
刻
化
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
と
も
学
校
と
家
庭
の

連
携
を
密
に
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、

解
消
に
努
め
て
い
く
。

（
問
）学
校
給
食
の
食
材
調
達
に
つ
い

て
、
選
択
基
準
は
地
産
地
消
を
考
慮
し

て
い
る
か
。

（
答
）使
用
で
き
る
食
材
は
限
ら
れ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
使
用
割
合
は
、
食

材
ベ
ー
ス
で
日
南
産
が
２
・
１
％
、
宮
崎

県
産
で
は
38
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は
あ
る

か
。

（
答
）農
地
を
探
す
こ
と
や
資
金
を
借
り

る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

個
別
に
関
係
機
関
と
面
談
を
行
い
、
活

用
で
き
る
制
度
事
業
を
模
索
し
な
が

ら
、
就
農
支
援
を
行
う
。

（
問
）無
農
薬
・
有
機
野
菜
の
生
産
・
共

販
体
制
作
り
は
で
き
な
い
か
。

（
答
）直
売
所
連
絡
協
議
会
な
ど
を
通
し

て
、
で
き
る
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
い
、
生
産
者
の
所
得
向
上
に
繋
が
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）農
地
中
間
管
理
機
構
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
か
。

（
答
）こ
れ
ま
で
８
地
域
に
お
い
て
、
約

２
０
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
担
い
手
へ
貸
し

付
け
て
い
る
。

（
問
）漁
協
と
日
南
市
で
、
職
員
交
流
を

し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
職
員
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、

民
間
と
の
職
員
交
流
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）民
間
と
の
職
員
交
流
は
職
員
の
意

識
改
革
、
資
質
向
上
を
図
る
う
え
で
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
思
う
。
職
員
派
遣

に
関
す
る
条
例
も
整
備
し
て
い
る
の
で

今
後
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）複
合
機
能
ビ
ル
の
完
成
が
近
づ
い

て
い
る
。
中
活
の
一
環
と
し
て
周
辺
商

店
街
と
連
携
し
、
活
性
化
の
エ
リ
ア
を

広
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

（
答
）年
内
に
複
合
機
能
ビ
ル
と
５
階
建

て
の
立
体
駐
車
場
が
完
成
す
る
。
周
り

の
商
店
街
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
議
論

を
し
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（
問
）広
島
カ
ー
プ
の
リ
ー
グ
優
勝
が
決

ま
っ
た
。
盛
大
な
パ
レ
ー
ド
な
ど
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
カ
ー
プ
一
本
道
で

の
パ
レ
ー
ド
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
な

い
の
か
。
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自
由
民
主
党
日
南
市
議
団

山
田
　
　
一
　
議
員

公
明
党
日
南
市
議
団

黒
部
　
俊
泰
　
議
員

（
問
）交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）市
民
や
事
業
所
関
係
者
等
が
、
飲

酒
運
転
や
暴
走
行
為
な
ど
の
危
険
運
転

の
根
絶
や
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
な
ど
、
日
常
的
に
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
て
い
る
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
条

例
は
必
要
で
あ
り
、
他
市
の
状
況
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
内
容
や
時
期
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い

く
。

（
問
）新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
自

治
体
で
は「
中
学
校
卒
業
ま
で
」の
医
療

費
助
成
が
増
加
し
て
い
る
。
６
月
の
議

会
答
弁
で
は「
ど
う
い
っ
た
部
分
を
拡

充
す
べ
き
な
の
か
、
対
象
年
齢
を
上
げ

た
方
が
い
い
の
か
、
自
己
負
担
額
の
問

題
な
の
か
、
所
得
制
限
な
の
か
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
」と
あ
っ
た
。
日
南

市
に
お
い
て
も
、「
中
学
校
卒
業
ま
で
」

の
医
療
費
助
成
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
。
見
解
を
問
う
。

（
答
）助
成
を
拡
充
す
る
方
向
で
検
討
を

始
め
る
。
今
、
小
学
生
ま
で
だ
が
、
方

向
性
と
し
て
は
中
学
生
ま
で
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。
支
援
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
完
全
無
料
化
は
し
な
い
が
、
金
額

な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
と
考

え
て
い
る
。

終
了
後
も
続
け
て
い
く
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
本
事
業
の
人
的
支
援
と
し

て
、
事
業
継
続
に
む
け
た
仕
組
み
や
組

織
づ
く
り
な
ど
、
専
門
性
や
ス
キ
ル
の

高
い
３
名
の
人
材
を
募
集
し
、
し
っ
か

り
と
事
業
を
推
し
進
め
て
い
く
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

　
健
康
対
策
に
つ
い
て

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

　
胃
が
ん
検
診
の
効
率
的
・
効
果
的

　
な
実
施
に
つ
い
て

（
問
）厚
労
省
の
２
月
の
指
針
で
は「
胃

が
ん
の
予
防
に
お
い
て
は
、
へ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の
除
菌
等
の
一
次
予

防
と
二
次
予
防（
検
診
）と
が
共
に
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
胃
が
ん
検

診
と
緊
密
な
連
携
が
確
保
さ
れ
た
実
施

体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
効
率
的
・
効

果
的
な
実
施
に
配
慮
す
る
」と
あ
る
。

宮
崎
市
郡
医
師
会
で
は
、
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）を
実
施
し
た
結

果
、
バ
リ
ウ
ム
Ｘ
線
検
診
の
約
６
倍
の

胃
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
早
期
が
ん
発
見

の
割
合
も
２
割
以
上
増
加
し
た
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
の
費
用
は
約
６
０
０
０

円
だ
が
、
市
の
補
助
で
自
己
負
担
額
は

１
０
０
０
円
。
バ
リ
ウ
ム
Ｘ
線
検
診
は
、

約
１
万
２
千
円
だ
が
、
市
の
補
助
で
自

己
負
担
額
は
２
７
０
０
円
。
対
費
用
効

果
は
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

宮
崎
市
郡
医
師
会
は「
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

は
、
簡
単
で
安
く
合
理
的
、
そ
し
て
何

よ
り
胃
が
ん
が
多
く
見
つ
か
る
検
診
」

と
評
価
し
て
い
る
。

　

今
年
の
７
月
か
ら
、
中
部
病
院
で
は
、

胃
が
ん
検
診
で
内
視
鏡
検
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
の
で
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）で
対
象
を
集
約
化
し
、

効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
体
制
の
構
築

が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
検
診
費
用
は
市
が
助
成
す
べ

き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

（
答
）ず
っ
と
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
今
の
国
の

指
針
は
、
バ
リ
ウ
ム
Ｘ
線
検
診
と
胃
内

視
鏡
検
査
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

（
問
）飫
肥
の
ま
ち
な
み
再
生
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
）今
年
度
開
業
を
予
定
し
て
い
る
旧

勝
目
家
と
旧
合お
う
や屋
家
の
宿
泊
施
設
へ
の

改
修
は
、
業
者
選
定
ま
で
終
わ
り
、
10

月
上
旬
に
着
工
予
定
で
あ
る
。
旧
飯
田

医
院
や
旧
小こ
か
ぐ
ら

鹿
倉
家
な
ど
の
大
き
な
物

件
に
つ
い
て
は
、
利
活
用
や
運
営
の
仕

方
、
資
金
等
の
調
達
方
法
な
ど
、
関
係

者
と
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

（
問
）今
後
、
中
長
期
的
に
ど
の
よ
う
に

事
業
を
継
続
す
る
の
か
。

（
答
）飫
肥
地
区
の
再
生
事
業
は
、
ま
ち

な
み
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
任
期

（
問
）県
が
推
進
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ア
プ
リ「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
」を
使
っ
て
健

康
増
進
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）本
市
と
し
て
は
、
市
内
９
地
区
を

対
象
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の

作
成
を
計
画
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、

飫
肥
と
油
津
の
２
地
区
を
作
成
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｏ
」に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

「死亡事故０」の日数が表示してある国道 220 号のダルマ
（平成 28 年９月 20 日撮影）
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日
本
共
産
党
日
南
市
議
団

井
福
　
秀
子
　
議
員

日
本
共
産
党
日
南
市
議
団

和
足
　
恭
輔
　
議
員

（
問
）庁
舎
移
転
に
伴
い
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い
る
子
育

て
関
連
事
業
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
答
）10
月
か
ら
場
所
を
変
更
す
る
。
つ

ど
い
の
ひ
ろ
ば
は
旧
桜
ヶ
丘
保
育
所
に

移
し
、
育
児
相
談
は
今
の
こ
ど
も
課
で

行
う
。
子
ど
も
の
定
期
健
診
や
フ
ッ
素

塗
布
な
ど
の
母
子
保
健
事
業
は
、
南
郷

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。

（
問
）油
津
地
区
に
整
備
さ
れ
る
子
育
て

セ
ン
タ
ー
の
概
要
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の
か
。

（
答
）つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば「
お
ひ
さ
ま
」、

「
き
ら
き
ら
」に
加
え
て
、
木
育
の
推
進
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
の
育
成
、
地
域
と
の

交
流
に
取
り
組
む
。
供
用
開
始
は
本
年

度
末
頃
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

（
問
）日
南
市
の
保
育
士
不
足
を
解
決
す

る
方
策
と
し
て
、
日
南
市
で
給
付
型
奨

学
金
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）県
が
本
年
度
中
に
保
育
士
修
学
資

金
貸
付
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
市
と
し
て
は
、
こ
の
制
度
の
周

知
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

（
問
）市
内
一
般
家
屋
の
耐
震
化
率
の
現

状
を
問
う
。

（
答
）平
成
25
年
度
の
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
で
は
、
本
市
住
宅
総
数
２
万
１
８

８
０
戸
の
う
ち
、
耐
震
性
を
満
た
し
て

い
る
住
宅
は
１
万
５
６
３
５
戸
で
、
耐

震
化
率
は
71
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）墨
田
区
で
は
、
福
祉
関
連
の
助
成

事
業
を
使
っ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
改

修
を
す
る
人
が
耐
震
補
強
を
行
う
と

耐
震
改
修
の
助
成
率
を
優
遇
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
耐
震
化
率
を
引
き
上

げ
て
い
く
一
助
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
も
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

（
答
）耐
震
改
修
と
他
の
事
業
等
を
併
用

し
て
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
市
で
は
耐
震
診
断
・
改
修
事
業

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）家
具
等
転
倒
防
止
策
を
行
っ
て
い

る
世
帯
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

（
答
）把
握
は
し
て
い
な
い
。

（
問
）ま
ず
市
職
員
や
消
防
団
員
の
実
態

を
把
握
し
、
転
倒
防
止
策
を
進
め
て
い

け
ば
、
市
民
へ
の
啓
発
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

（
答
）市
職
員
一
人
ひ
と
り
の
実
態
を
つ

（
問
）「
市
内
の
管
工
事
組
合
が
入
札
妨

害
」と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
組
合

（
問
）住
民
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

公
共
施
設
は
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か

ら
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
の
上
に
計

画
が
作
ら
れ
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の

見
解
を
問
う
。

（
答
）公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
施
設
の
廃
止
な
ど
、
市

民
生
活
に
直
接
影
響
の
あ
る
案
件
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

　
入
札
問
題
に
つ
い
て

　
初
期
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
の
維
持
・
統
廃
合
に
つ
い
て

　
地
震
か
ら
命
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

が
下
請
け
業
者
や
資
材
購
入
先
に
圧
力

を
か
け
た
た
め
、
落
札
し
た
非
組
合
員

業
者
が
技
術
者
の
確
保
や
資
材
調
達
が

で
き
ず
契
約
を
辞
退
、
市
か
ら
三
カ
月

の
指
名
停
止
を
受
け
た
と
の
こ
と
。
こ

れ
は
事
実
か
。
事
実
で
あ
れ
ば
日
南
市

は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。　

（
答
）契
約
辞
退
申
し
出
が
あ
っ
た
翌
日

に
、
入
札
参
加
業
者
十
社
す
べ
て
に
、

個
別
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
全

て
の
業
者
が
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

か
っ
た
と
回
答
し
た
。

（
問
）入
札
の
方
法
を
改
善
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
電
子
入
札
を
検
討
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
電
子
入
札
で
不
正

は
な
く
な
る
の
か
。

（
答
）電
子
入
札
は
入
札
参
加
者
が
参
集

し
な
い
の
で
、
入
札
に
諸
ト
ラ
ブ
ル
が

な
く
な
る
。
一
方
、
経
費
が
か
か
り
、

全
て
の
業
者
が
導
入
す
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
る
。
他
市
の
状
況
を
調
査
し

て
い
る
。

（
問
）市
で
は
行
政
の
効
率
化
・
ス
リ
ム

化
に
向
け
て
、
全
て
の
業
務
を
対
象
に

民
間
委
託
の
可
能
性
を
検
討
す
る
と
し

て
い
る
。
窓
口
業
務
を
民
間
委
託
し
た

自
治
体
で
は
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る

が
、
本
市
も
窓
口
業
務
ま
で
民
間
委
託

を
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
）国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
基
本
方

針
で
は
、
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
は
25

業
務
に
限
定
さ
れ
、
民
間
が
で
き
る
の

は
受
付
・
発
行
の
み
で
審
査
や
相
談
業

務
は
委
託
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
聖
域
を
作
ら
ず
に
全
て
の
業
務
を

総
点
検
し
、
判
断
し
て
い
く
。

か
む
こ
と
は
し
な
い
が
、
庁
内
で
も
家

具
等
転
倒
防
止
の
重
要
性
を
啓
発
し
て

い
く
。

（
問
）改
築
さ
れ
た
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、

雨
天
時
は
入
口
の
所
や
ス
ロ
ー
プ
の
上

に
屋
根
が
な
く
濡
れ
て
し
ま
う
。

　

入
口
の
階
段
も
き
つ
く
手
す
り
も
な

い
。
早
急
な
改
善
は
で
き
な
い
か
。

（
答
）施
設
の
所
有
者
で
あ
る
南
那
珂
医

師
会
と
協
議
し
た
い
。
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社
民
ク
ラ
ブ

岩
永
　
憲
明
　
議
員

社
民
ク
ラ
ブ

山
本
　
定
則
　
議
員

（
問
）全
国
は
６
人
に
１
人
、
日
南
は
５

人
に
１
人
の
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

（
答
）就
学
援
助
の
割
合
が
、
全
国
で
15
・.

４
％
、
県
で
14
・７
％
、
本
市
が
18
・
４
％

と
高
い
水
準（
25
年
）で
あ
り
、
本
年
５

月
１
日
時
点
で
20
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

（
問
）「
子
ど
も
の
未
来
応
援
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」は
い
い
取
組
だ
が
開
催
費
用
は

い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。

（
答
）講
師
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
謝
礼
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
費
等
で
約
25
万
円
と

な
っ
た
。

（
問
）今
後
の
具
体
的
な
貧
困
対
策
は
あ

る
の
か
。

（
答
）実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
児
童
生

徒
、
保
護
者
、
関
連
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
関
連
施
設
の
状
況
調
査
を
行

い
、
来
年
３
月
ま
で
に
支
援
体
制
の
整

備
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
の
後
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
や
学
習
支
援
、
食

事
の
提
供
な
ど
の
事
業
の
展
開
を
図

る
。

（
問
）押
し
付
け
に
よ
る
、
持
ち
込
み
に

反
対
す
る
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
思
う

が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

（
答
）旧
南
郷
町
に
お
い
て
、
平
成
17
年

に
議
員
発
議
に
よ
る
放
射
能
廃
棄
物
等

の
持
ち
込
み
及
び
原
子
力
関
連
施
設
の

立
地
拒
否
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
る
。
全
国
で
同
様
の
条

例
を
制
定
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
の

で
、
今
後
、
県
や
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
行
き
た
い
。

（
答
）直
接
こ
ど
も
課
に
29
件
、
児
童
相

談
所
か
ら
５
件
、
学
校
か
ら
27
件
、
保

育
施
設
か
ら
16
件
、
そ
の
他
６
件
と

な
っ
て
い
る
。

（
問
）ど
の
よ
う
な
虐
待
か
。

（
答
）身
体
的
虐
待
が
16
件
、
心
理
的
虐

待
が
18
件
、
不
衛
生
な
養
育
環
境
や
育

児
へ
の
無
関
心
な
ど
の
ネ
グ
レ
ク
ト
が

49
件
と
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
ん
で
い
る
。
内
容
と
し
て
は
各

漁
協
の
特
徴
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
す
る
日
南
の
浜
応
援
事
業
、
カ
ツ

オ
と
マ
グ
ロ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
日

南
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
祭
り
を
来
年
の
３

月
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　
奨
学
金
に
つ
い
て

　
子
供
の
虐
待
に
つ
い
て

　
漁
業
問
題
に
つ
い
て

　
市
役
所
出
前
講
座
に
つ
い
て

　
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

　
平
和
学
習
に
つ
い
て

　
放
射
能
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に

　
反
対
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
問
）国
も
給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
制

度
設
計
の
議
論
を
始
め
る
。
市
の
３
つ

の
奨
学
金
の
現
状
と
今
後
の
考
え
方
は

ど
う
な
の
か
。

（
答
）日
南
市
育
英
奨
学
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
定
額
運
用
基
金
に
よ
り
無

利
子
貸
し
付
け
を
行
う
。
杉
の
友
育
英

基
金
は
篤
志
家
の
寄
付
金
で
の
基
金
を

設
置
し
学
費
を
給
付
し
て
い
る
が
、
残

高
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
南
那

珂
育
英
会
は
無
利
子
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
る
が
、
理
事
会
で
給
付
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
意
見
も
あ
り
研
究

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）日
光
市
で
は
、
卒
業
後
５
年
定
住

す
れ
ば
、
３
分
の
１
が
返
還
免
除
に
な

る
。
日
南
市
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

（
答
）基
金
の
財
力
も
あ
る
の
で
、
慎
重

な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

（
問
）市
の
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
要
請

を
受
け
た
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
に
出
向

く
出
前
講
座
を
開
設
し
て
い
る
が
、
現

状
は
ど
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
）平
成
27
年
度
の
講
座
開
設
状
況

は
、
30
講
座
、
延
べ
８
２
５
人
の
方
が

受
講
し
い
る
。

（
問
）全
国
の
多
く
の
自
治
体
が
対
策
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
聞
く
。
本
市

に
お
い
て
も
、
今
後
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

（
答
）自
宅
ま
で
配
達
す
る
事
業
者
が
市

内
に
は
多
数
あ
る
が
、
市
民
の
多
く
の

方
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
の

方
々
の
移
動
手
段
で
あ
る
、
交
通
体
系

の
面
か
ら
も
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。

（
問
）83
件
の
虐
待
案
件
は
ど
こ
か
ら
報

告
さ
れ
た
も
の
か
。

（
問
）市
と
し
て
も
カ
ツ
オ
の
町
の
Ｐ
Ｒ

を
も
っ
と
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
な
の
か
。

（
答
）カ
ツ
オ
の
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
市
の
取

組
と
し
て
は
、
本
年
度
新
規
事
業
で
、

日
南
の
さ
か
な
盛
り
上
げ
事
業
と
し
て

（
問
）旧
日
南
市
で
は
、
大
変
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
情
報
を
得
て
い

る
が
、
ど
う
な
の
か
。

（
答
）12
月
の
第
１
週
を
人
権
と
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
週
間
と
し
て
設
定
し
、

各
学
校
に
お
い
て
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
修
学
旅
行
の
行

程
に
、
平
和
学
習
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

研
修
先
の
施
設
で
語
り
部
の
方
の
体
験

を
聴
く
な
ど
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。
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※平成 28 年第 3 回定例会の審議結果を掲載しております。

審議結果一覧

番　号 議　　　案　　　名 審議結果
委員会 本会議

報告第 13 号 平成 27 年度日南市健全化判断比率の報告について － 終　　了

報告第 14 号 平成 27 年度日南市公営企業資金不足比率の報告について － 終　　了

認 定 第 1 号 平成 27 年度日南市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 2 号 平成 27 年度日南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 3 号 平成 27年度日南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 4 号 平成 27 年度日南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 5 号 平成 27 年度日南市病院事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 6 号 平成 27 年度日南市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 7 号 平成 27 年度日南市農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 8 号 平成 27 年度日南市漁業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 原案認定

認 定 第 9 号 平成 27 年度日南市公設合併処理浄化槽特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 原案認定 原案認定

認定第 10 号 平成 27 年度日南市公共下水道事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第 11 号 平成 27年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

認定第 12 号 平成 27 年度日南市水道事業会計決算の認定について 原案認定 原案認定

議案第 51 号 平成 27 年度日南市水道事業未処分利益剰余金の処分について 原案可決 原案可決

議案第 52 号 工事請負契約の締結について 原案可決 原案可決

議案第 53 号 平成 28 年度日南市一般会計補正予算（第 2号） 原案可決 原案可決

議案第 54 号 平成 28 年度日南市介護保険特別会計補正予算（第 1号） 原案可決 原案可決

議案第 55 号 日南市地区計画等の案の作成手続きに関する条例 原案可決 原案可決

議案第 56 号 日南市議会議員及び日南市長の選挙における選挙運動の公営に関する条
例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
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賛否の別れた議案等における、議員ごとの賛否結果は以下のとおりです。
なお、表中の記号は次のとおりです。　　（ ◯＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長　監＝議会選出監査委員）

注１）議長は採決には加わりません。
注２）議案の賛否は原案についての表決です。
注３）議会選出監査委員は、決算認定の採決には加わりません。

採決結果一覧

番　号 議　　　案　　　名 審議結果
委員会 本会議

議案第 57 号 日南市庁舎の機能移転に伴う日南市が定める条例の特例に関する条例 原案可決 原案可決

議案第 58 号 財産の減額譲渡について 原案可決 原案可決

議案第 59 号 日南市山村定住住宅の設置、管理及び譲渡に関する条例の一部を改正す
る条例 原案可決 原案可決

議案第 60 号 財産の減額譲渡について 原案可決 原案可決

議案第 61 号 平成 28 年度日南市一般会計補正予算（第 3号） 原案可決 原案可決

諮 問 第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案同意 原案同意

陳 情 第 7 号 寡婦控除を未婚の母子世帯まで拡大することを求める意見書提出を求め
る陳情書 採　　択 採　　択

陳 情 第 8 号 奨学金制度の充実等を求める意見書提出を求める陳情書 採 　 択 採　　択

議員提出議案
第 7 号 寡婦控除を未婚の母子世帯まで拡大することを求める意見書 原案可決 原案可決

議員提出議案
第 8 号 奨学金制度の充実等を求める意見書 原案可決 原案可決

議
案
番
号

議　
案　
名

委　
員　
会

審
査
結
果

杉　
尾　
麻
起
子

北　
川　
浩
一
郎

郡　
司　
誠　
秀

谷　
口　
慎　
二

小　
玉　
弘　
明

川　
越　
　
　
昇

黒　
部　
俊　
泰

林　
　
　
一　
彦

山　
田　
　
　
一

山　
本　
定　
則

川　
口　
和　
也

前　
田　
幸　
雄

岩　
永　
憲　
明

濱　
中　
武　
紀

福　
岡　
浩　
一

和　
足　
恭　
輔

安　
竹　
　
　
博

中　
尾　
貞　
美

井　
福　
秀　
子

田　
中　
重　
信

採
決
結
果

認定第１号

平成 27 年度日南市
一般会計歳入歳出
決算の認定につい
て

原案認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 監 ◯ ◯ ◯ × 議 ◯ × ○ 原案認定

認定第４号

平成 27 年度日南市
介護保険特別会計
歳入歳出決算の認
定について

原案認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 監 ◯ ◯ ◯ × 議 ◯ × ○ 原案認定

議案第 53 号
平成 28 年度日南市
一般会計補正予算
（第 2号）

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × 議 ◯ × × 原案可決
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にちなん　議会だより　第31号

■ご意見をお待ちしております■
議会だよりに関するご意見・ご要望等があり
ましたら、下記までご連絡ください。

［日南市議会事務局］
　TEL　0987-31-1142 / FAX　0987-31-1778
　E-mail　gikai@city-nichinan.jp

故 井戸川　格議員を偲ぶトピックス
　去る８月８日、井戸川格議員がお亡くなりになり
ました。
　昭和 57 年に旧日南市議会議員に初当選されて以
来、約 33 年の長きに亘り議員活動を続けてこられ、
旧日南市時代には副議長、産業経済委員長や建設港
湾委員長を、また合併後は、新日南市の第２代議長
の要職を務められ、市政運営に大きく貢献いただき
ました。
　議長時代には、議会中継の導入をはじめ、議員提
案による「議会基本条例」、「飫肥杉材等の地域材利用
の促進及び豊かな森づくりに関する条例」の制定に向
けて議会を先導されるなど、日南市議会の歴史に大
きな一歩を刻まれました。
　日南市議会は、井戸川議員の議会活性化に対する
熱い思いを受け継ぎ、これからも市民に身近な議会
となるよう努めて参ります。

【７月】
11日　大阪府大東市議会が行政視察のため来訪
19日　議会改革推進特別委員会
27日　総合交通・産業活性化対策特別委員会要望活動

（県・国土交通省・県選出国会議員　29 日まで）

【８月】
２日　東九州自動車道建設促進日南・串間・志布志要

望活動（九州地方整備局）
３日　社民クラブ会派視察研修（伊勢原市、日光市　５

日まで）、兵庫県宝塚市議会が行政視察のため来
訪

４日　東九州自動車道建設促進日南・串間・志布志要
望活動（宮崎県、国土交通省　５日まで）

８日　公明党日南市議団会派視察研修（松江市、海士町
11 日まで）

12日　ＩＣＴ活用推進特別委員会
16日　全員協議会
19日　宮崎県市議会議長会臨時総会及び県知事要望（宮

崎市）、
　　　兵庫県福井市議会が行政視察のため来訪
22日　海上自衛隊横須賀地方総監部及び護衛艦隊　　

司令部表敬訪問（23 日まで）
26日　兵庫県議会が行政視察のため来訪
28日　議会運営委員会

【９月】
５日　第３回定例会　開会、全員協議会、議会報告会

班別協議、総務文教委員会審査
６日　本会議、予算審査特別委員会全体会議、決算審

査特別委員会全体会議、議会だより編集委員会
14日　本会議（一般質問）、議会運営委員会
15日　本会議（一般質問）、会派経理責任者会議
16日　本会議（一般質問）、議会報告会班長会議、
　　　総合交通・産業活性化対策特別委員会
21日　委員会審査、総合交通・産業活性化対策特別委

員会
26日　議会運営委員会
27日　予算審査特別委員会全体会議、全員協議会、本

会議（議案採決）、決算審査特別委員会全体会議、
ＩＣＴ活用推進特別委員会、議会だより編集委
員会

28日　決算審査特別委員会審査（30 日まで）

【10 月】
３日　全員協議会、議会運営委員会
４日　決算審査特別委員会全体会議、本会議、予算審

査特別委員会全体会議・審査、
　　　第３回定例会　閉会
12日　議会だより編集委員会

　

今
年
は
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
四
半
世
紀

ぶ
り
に
リ
ー
グ
優
勝
し
ま
し
た
。
市
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
優
勝
を
祝
う
万
歳
の

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

広
島
カ
ー
プ
は
、
昭
和
38
年
以
降
、
長
き

に
わ
た
り
日
南
市
が
キ
ャ
ン
プ
地
で
、
私
も

小
学
生
の
頃
は
、
球
場
に
よ
く
足
を
運
ん
だ

も
の
で
す
。
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
み
な

さ
ま
の
も
と
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
日
本
一
の

座
を
手
に
し
て
い
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
南
市
に
お
い
て
も
地
方
創
生
に

向
け
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
、
前
へ
前
へ

と
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
み
れ
ば
、
宮
崎
県
の

大
学
生
、
高
校
生
の
約
半
数
が
県
外
に
出
て

就
職
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
に
お
い
て
は
２

年
連
続
で
県
内
就
職
率
全
国
最
下
位
で
す
。

多
く
の
若
者
を
地
元
に
残
し
、
育
て
て
い
く

こ
と
が
地
方
創
生
の
基
盤
と
考
え
ま
す
。　
　

　

若
者
定
着
実
現
の
た
め
、「
議
会
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
」
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

秋
に
は
、
議
会
報
告
会
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
記
）　

北
川　

浩
一
郎

　
　
　
　
【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　

林　
　
　

一　

彦

副
委
員
長　

郡　

司　

誠　

秀

委　
　

員　

北　

川　

浩
一
郎

黒　

部　

俊　

泰

和　

足　

恭　

輔

田　

中　

重　

信

（７月中旬から 10 月中旬 ･抜粋）

在りし日の故井戸川格議員（第２代議長時）

トピックス
（７月中旬から 10 月中旬 ･抜粋）


